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はじめに

アピアランスケア

がん治療によって起こる外見変化を

支援すること。

アピアランスケアは患者と社会のつながりを
継続、その人らしく生活するために

重要である。



がん治療の現状

3人に一人は働きながら、がん治療
➡働き続けられる、いつもの生活が送れる支援が大切

仕事を持ちながら
治療

３２万人



がん治療+日常の生活を送る（がんと共に生きる）
→相談 情報提供の充実

国の取り組み
働き続けられる社会を作る



一人ひとりに合わせた細やかな提案

『家族を含む人間関係の中で

がんと共に、今まで通り
その人らしく過ごすことができる』

当院の目指すアピアランスケア



おのみち

アピアランスケア

➢ 内容

①脱毛（ウイッグ、帽子）

②乳がん術後の下着・パット

③しみ（カバーメイク）

④爪ケア

⑤リンパ浮腫



アピアランス相談会

医療スタッフと企業による
ケアの提案



脱毛ケア



脱毛ケア

抗がん剤によって毛母細胞（毛や爪の成長に重要な細胞）が
障害されることが原因で起こる

ケア１．脱毛による日常生活への影響を確認

ケア２．脱毛ケアの提案と心の準備
・脱毛時期 ２～３週間目
（脱毛前に自髪を短めにカット）
・ウイッグの選択
使う頻度
値段(1万～2０万)＋アフターサービスの内容
かぶり心地や好み

ケア３．かぶって実感



乳がん術後、補整下着



補整下着
①術直後～１カ月の特徴

・創部の圧迫が少ないソフトタイプ

・ワイヤーの入っていないタイプ

【選択するポイント】

・締め付けがないもの・伸びがあり

柔らかい素材

・傷が痛い、腕を挙げにくい時は、

前開きが便利



補整下着
ライフスタイルや好みに合わせて

・ワイヤー入りが使いたい！！

・かわいいのが好き

ワイヤーは外付きです
傷に影響しません。

乳房全摘後の方へ
レースによって、鎖骨下の
くぼみまでカバーする



手足症候群



手足症候群のケア

治療開始後2～4週間から

ケア１・保湿
ケア２・手足への圧迫を防ぐ提案

食器洗い ➡ゴム手袋の使用
雑巾しぼり➡使い捨て床シート
買い物袋は➡肩にかけるタイプ
足の裏に圧力をかけない➡厚めの靴下、締め付けのない靴
長時間の歩行やジョギングはひかえる
直射日光を避ける



爪のケア



爪のケア

手足の爪がもろくなる、筋が入る、変色

いつもより優しいケアが必要

乾燥予防と保湿

カラーを長持ち
・スーパーコート使用
除光液は乾燥の元
・刺激が少ないネイル



リンパ浮腫ケア



浮腫のケア



浮腫のケア

②リンパ浮腫発症した方

・スリーブ装着方法指導 相談
・圧迫療法 弾性包帯の指導 相談

手先が腫れます手首が腫れます



➁浮腫を発症した方へ（ドレナージの指導）

パンフレットでセルフケアの指導リンパドレナージ体験



ぜひ、会場で体験して下さい

リンパ浮腫・スリーブ

爪のケア・ネイル・ウイッグ

乳房補整下着



アピアランスケア相談会の様子

看護学生

患者さんの相談に対応できるように
医療スタッフも参加して学んでいます

医師 看護師



アピアランスケア
相談会 結果（2018年～2019年 6回）

乳腺

131

婦人科

10

緩和ケア

5

院外

4

参加者1５０名

乳腺

婦人科

緩和ケア

院外



ピアサポート
（会場に訪れる患者さんの語らいの場）



協力企業の皆様


